
 119 

厚生労働科学研究費補助金 

新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業 

（新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業） 

分担総合研究報告書 

 

病原体及び毒素の管理システムおよび評価に関する総括的な研究（H24-新興-一般-013） 

 

ヒトに病原性のある呼吸器感染症起因病原体の解析とリスク分類 

 

研究分担者  西村秀一  国立病院機構仙台医療センター臨床研究部 

 ウイルス疾患研究室・室長 

 

 

 

A. 研究目的 ウイルスの病原性やヒトにおけ

る伝染性等の情報はウイルスの管理上必要な

情報であり，それをコンパクトにまとめられれ

ば，ウイルスを保存する各施設における保存

や取り扱いの上で，使い勝手の良い有用な情

報集となる．よって，その作成に参加する．  

また，そうした情報の中に欠けている，外部

環境へのウイルス漏出の際の，ウイルス汚染

の問題に関して，ウイルスの不活化に関する

知見収集の観点からの実験系をつくり，実際

に応用してみる．さらに，リスク管理としては，

呼吸器系ウイルスに対する治療薬候補の検索

も大事であり，情報収集のみならず既存の薬

物での対応の可能性も探るべきであり，その

研究要旨： 

呼吸器系ウイルス感染症についてのリスク管理に必要な情報を得ることを目的に，広範

囲にわたる疫学，臨床，ウイルスの性質等の情報を収集した．さらにはそこで不足してい

る，外部環境中のウイルスの活性維持あるいは失活のための条件の実験的検討，ある

いは，環境中に存在するウイルスの不活化手段の妥当性の有無に関する実験的検討の

ために，方法論を確立した．情報収集対象の中での主要な位置を占めるインフルエンザ

ウイルスを対象に，独自の実験により空中浮遊時ならびに環境表面付着時の，気温・湿

度と活性保持時間の関係を調べた． また特殊装置あるいは特殊化合物の空中への拡

散によるウイルス不活化や殺菌作用を謳う市販製品が，果たして実生活環境あるいは実

験室内環境下で効果があるのか，何らかの効果があるとすれば，その効果発揮に必要

な条件は何かといった観点で，実際のウイルス不活化/殺菌作用を検証した． 
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例として，ヒト初代呼吸器上皮細胞を用いてウ

イルスの既存薬物への感受性を調べる方法

論の確立を試みた． 

 

B. 研究方法 

１）呼吸器系ウイルス感染症についてリスク管

理に必要な情報を得ることを大目的とし，文献

的情報収集を行った． 

２） さらに，環境中のウイルスの安定性に関

するデータ収集のための実験系の確立を試み

た 

３） 呼吸器系ウイルスに対する治療薬候補の 

検索を目的に，ヒト初代呼吸器上皮細胞を用

いてウイルスの薬剤感受性を調べる方法論の

確立を試みた 

（倫理面からの配慮について） 

  倫理面で問題になるようなことは，特にない 

C. 研究結果 

1) 呼吸器系ウイルス感染症についてリスク管

理に必要な情報を得ることを目的に情報収集

を行った．とくに従来のBSL分類に含まれてい

ない近年注目され始めた呼吸器系ウイルスに

ついて遺漏なく情報収集することを心がけ，集

めた病検体を情報は，新規病原体調査表とし

て研究代表者がとりまとめたものの中に収載

された．さらに，SARS コロナウイルス （重症

急性呼吸器症候群コロナウイルス），MERS コ

ロナウイルス（中東呼吸器症候群コロナウイル

ス），A/H5N１インフルエンザウイルス，

A/H7N9 インフルエンザウイルスに関する，疫

学・臨床情報の収集を行った．以上の試みで

収集された情報は，今後，研究代表者が編集

予定のガイドラインの中に生かされる予定であ

る． 

2) 病原体が外部環境に漏れた場合の環境中

における活性の維持/喪失に関しては，これま

でほとんど情報がなかった．そこで，そうしたデ

ータの取得のための方法論の確立を目的に，

インフルエンザウイルスを例に，空中浮遊時な

らびに環境表面付着時における気温・湿度と

活性保持時間の関係を調べるための独自の

実験系の確立を試み，ほぼ立ち上げることが

できた．これによって温度・湿度と空中浮遊ウ

イルスの失活の関係を調べたところ，我々の

系でも，Harper や Shaffer らの古典的系による

実験の成績に基づいて従来言われてきたこと

とほぼ同じ傾向が確認された．現在，浮遊途

中で湿度が急激に変わった場合に，ウイルス

の失活率にそれに応じた変化が短時間で現れ

るのかを調べる実験を行っている． 

3） また，これを用いて二酸化塩素を含むゲル

基材から生活空間に二酸化塩素を芳香剤の

ように放出することで生活空間あるいは環境

表面のウイルス不活化や殺菌効果を謳う市販

製品を対象に，実際の効果を上述の我々の実

験系でためしてみたところ，ウイルスの積極的

失活は，湿度に依存しており，７０％RH といっ

た高湿度条件下で１００ｐｐｂ近い高い空間濃

度が得られた場合著しいものの，冬の室内環

境に相当するような乾燥状態２５％RH での効

果はほとんどないことが判明した．そこで，製

品ではない純粋な二酸化塩素そのもので実験

したところ，同様の成績となった． なお，一方

で黄色ブドウ球菌を用いた実験では，上述の１

００ppb 付近の空間濃度であっても殺菌効果は

認められなかった． 
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4)  ヒト気管上皮細胞を用い，抗ウイルスを

目的としない薬剤の，呼吸器系ウイルスに対

する抗ウイルス作用を調べた．ライノウイルス，

RS ウイルスに対して調べた結果，去痰薬

Ambroxol，急性喘息治療薬 Tulobuterols 

気管支拡張薬Tiotropiumにライノウイルス

の増殖を，また喘息，COPD 薬 Formoterol 気

管支喘息治療用ステロイド Budesonide，去

痰薬 l-carbocisteineにRSウイルスの増殖

を，同細胞において有意に抑制する作用を

認めた．これによって呼吸器系ウイルスに対す

る治療薬候補の検索の上で，in vitro における

既存薬剤の効果を調べるほぼ最終段階の実

験系としての例を示すことができた． 

 

D. 考察 

 今回はインフルエンザウイルスを代表として

方法論の確立を試みたが，今後はいろいろな

ウイルスで試す必要がある．とくに環境付着ウ

イルスに対するやり方は，将来的にBSL4の実

験施設が稼動した際には，エポラウイルス等，

極めて危険なウイルスに対しても応用可能で

あろう． 

 

E. 結論 

 今後も，呼吸器系ウイルスの感染に関する

知見について情報収集と指針情報の改定と，

それに基づく対応準備を継続的に行うべきで

ある． 

また，我々がインフルエンザウイルスでおこな

った外部環境中のウイルスの活性に関する研

究をすべてのウイルスで実施することが望まし

い． 

それとともに，環境中のウイルスを失活させる

適切な方法の模索が必要であり，それらの使

用条件の検討ならびに無効な方法の排除のた

めの検証が大事である．また，特異的治療法

に乏しいウイルス感染症においても，既存の

薬剤の効果を，今一度試してみるという戦略も，

選択肢の一つとして考えるべきである． 

 

F. 健康危険情報 

H7N9 インフルエンザや MERS については，本

報告書を記載している現在，さしあたり目前に

迫った大きな脅威は存在しない．だが，そうと

はいえ，危機管理という観点からは，油断する

ことなく本邦での発生時の準備を，水面下で

粛々と進めておくべきであろう． 
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